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汽 水産有孔蟲類の 研究　VL 　中海の 有孔蟲類
＊

刑 　　 田 良　　禾

北 海 道 帝 國 大 學 厚 岸 臨 海 實 瞼 所

　 　 昭 和 13 年 12 月 2り 日 受 領

　　 本邦 に於 け る汽水 産有孔蟲類 に關す る 第 4 報 と し て 中海 の 有孔蟲類 に 就 い て 報告す る。本

　 研 究の 資料は 日本學術椒興會の 援助 に 依 つ て 得 た。茲 1こ 同會に封 し深謝の 意 を表す 。

　　 中海は 夜 見 ヶ 濱 の 大砂洲に依 つ て 日木海が 遮 斷せ られ て 生 じた潟湖 で
， 周 囘 95klU 面積約

　 100km2 で 其 の 中央部 よ り北寄 りに 大 根島・小根島の 二 島が あ る． 日本海 の 美保灣と は 中江

　 瀬 戸 の 水這 を以 て 湖 の 東北隅 と連結 し、酉方に 在 る宍 道湖 と は馬潟瀬戸 の 水道 を 以 て 連つ て

　 ゐ る。此 の 湖に 注

　 入する水は宍道湖

　 の 湖水 と南方 よ b

　 流入す る飯梨川 の

　 川 水 で あ る。水深

　 は概 して 淺 く Sm

　 を超 へ る深度の 部

　 分 は極 小面積で あ

　 る。底は大部分貝

　 殻 を混入 した泥質

　 で あ る。鹽分は一

　 般 に注入水 の 多 い

　 東南岸が低 く， 海

　 水の 浸入す る中江

　 瀬戸 に 近 づ くに 從

　 つ て 高 くな つ て ゐ

　 るもの と 思 はれ る。

　 此 の 地 方の滿干 の 潮高差 は極 く僅か で ある か ら潮 汐に よ る湖水 の 鹽分變化 は著 しくな い もの

　 と考 へ ら肛 るe 大罷湖 の 表 面水 の 鹽分 は附近 の 海水 の 約牛分で あ る。

．　　 有孔蟲類 の 綵集は圖 に 示 せ る 4 地點 で 昭和 10 年 10 月 ユ9 日 に 行 つ た．各地 點 の 表層水 の 水

　 温 ・鹽分は第 2表の 如 く 1 地 點 よ り IV 地點 に 進 む に 従つ て 共 に高 くな つ て ゐる。帥ち鹽分は

　 勿論 の こ と 水温 も海水の 方が 此の 時期 に は高 い 。 中層採次器 を持參 しなか つ たた め有 孔蟲類

　 の 生育 に 表 面水 よ り關係の 深 い 底層 の 水 温、鹽分等 を覯測す る こ と が 出來なか つ た の で
， 淋 戸

　　　 菅北 海 道帝 國大 學 厚 岸臨 海實驗所邦文 業級第 24 號

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｝蒲

　 　 　 劃」物學 擁誌 ，　第 　51　卷 ，　第 　3　號，　昭魂1　14　4真　（L939｝

，

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

］36 羽 　　 田　　 良 　　禾

第 1 表 湖 水 表 贋 の 各 點 の 峰 件 （1935年 1（［月 19 日〉

U
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第 2表 祠1戸海 洋 氣象臺に 依 a・ima水 の 觀 測 値
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昌

　1〔，7 境 6．6 …

1　 xi 】7・1

く混在 し，≡其の 上 に IV 地 點で は 介形

類の 殻 も多 く採集 された、最深熨の

III 地點 に は 貝穀が
．
最 も少な か つ た

（第 3表）D

　　　 有孔蟲類の 穀の 量

　四鹽化淡素分離法に依 つ て 有孔蟲

類 の 殻 を底質中 よ り選別 して 底質 1

立 中の 量を測定 し，共 の 結果 を第 4

表 に 示 す。穀 の 量で あ る か ら採集営

海洋氣象臺に依つ て ｛）年 7 月19 口

に II，　 IH 地 點 の 中聞の 深部附近

で行つ た もめと思は れ る觀測結 果

〔YOSHIMCKA ．193S｝ を第 2 表 1こ參

考 の た め lcig げ る。此 の 表で 見 る

と ・5コn 以深 の 底層水 の 鹽分が美 保

灣 の 表層ノkの 鹽分 と略 爻 等 し くな

つ て ゐ る。な ほ 探集當時 の 中海 の

水 色は FOXFL 標 準色 の 6−7 號の 闇

；C 在 り、同 日 に 觀測 した美保灣 の

水色は 5 號で あつ た。探集地點 の

深度は 1 が最 も淺 く（4m ｝， 他 の 3

地點は略 ≧ 等 しか つ た。底質は ］，

II 地 點 で は 約 1／4 の 砂質を含有

して ゐ たが m
，
IV 地點 で は前者

の 1／2 以 下 に減少 して ゐ た。1
，
IV

地 點 の 底質中に は 貝殼 の 破 丿｛  が多

節 3表　底　質　の 　性　質

地 點 　深 度 　泥 質 　砂 質 　貝 殻

　 1111111N

〒
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「
種 め て 稀 ・

　　　　　　　イ
9　　　 多 し

s 23 58 42 稀
＿、．＿＿一一一一三

時生存 して ゐた有孔蟲 の み の 量で ない こ と は 勿論で 　　　　 th　4．表 昏観 測 鮎 に 於 け る

あ るが ， 之に よつ て 有孔蟲類の 獅 銀 不 良灘 測 　 　 　
有孔 鑢

雀
量
　 ＿ ．

蹠 る もの と考 一 て ゐ る・殼碗 は ・・ 地 點で 糠 　陣 質 諸 塁
．

醺 噸 i

辮韈 爨灘靆盤 i『 illi　
・

1
．−

li
點・ 麒 ・ 驪 の 條黝 囎 ・ 黔 ・・齢 ・蝣 … lv

一 娼 ・  1
鸞 、雛 蹴 欝驟 ；1繍 灘、1 ：

．r− 　 …

−

r −⊃
多 くな い が 多數の 種類が 見出さ れた a 故 に 有孔蟲類の 數量の 點か ら考察す ると特殊な種 に

i對して で は あ る が
，
1［地 點附近 が 最も有孔 蟲類の 繁殖 に 適 して ゐ る もの と 見 る こ と が 出來

る。
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有 孔 蟲 類 の 種 類

　第 5表 に 列記 した種類以外 に 亅地 黜 よ り Bvlii・i・nrt　 o
’
obu ・st‘e　BR ・u “

一
，
　 I　I 地點 よ り tWbinquele−

C
・
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・
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〔Co穿r劫，1、
匸
地點 よ り 7”extltiit・）・ire　 eマσ δ副 ’‘ HADs ，，91）加 1α ・

〜’1
’1雌 r庸 ’伽 w ’騒 PORRIGNY ・el‘t・％ 1輪 ’

轟

．oibbf“d
’Ol｛BTGxy カ：見出さ れ た が ，何れ も共 の 地 黜 の 材料中で は極 く稀 に檢出 され る種 で あ る。

1
，
II

，
11［ 地 點で は T ．　globigerin

’
？fov，」nih −，　Rotalirs　bρ e 醗 漉 （1・IN麗向 及 び ユ 地 點 の Hal〕IO？1：・j

’atl −

。 、。瀬 醐 頗 ，。、1， 〔c！
’o ・ P・eNy ）が 此等 の 地點 の 主要種と見 られ る．｝f・6  ・密 廊 は 八 良隅 の

如 き鹹変 の 著 しく低 い 湖に も棲息 して ゐ る種 で ，最 も鹽分 の 少な い 水 巾の 生存に適應 した種

と思 はれ る。R ．　i｝eeea 　t
・iiは 汽水 に廣 く分布 して ゐ る種で 是迄 に報告し た汽水湖沼 の 何れ に も

棲息 し て ゐ る。1’，ρ励 ゆ 輌 加 捌 ゐ齢 は 汽水 の 適應種 と して 報告す るの は今回が初め て で あ る。

此 の 種 は甚だ分布の 廣 い arellaee ‘｝鞭 ft｝rm の 有孔蟲 で 1
，　H 地點 に 夥 し く繁殖 し て ゐ る。此 の

種 の 殻の 色は 底質竝 び に 鹽分 と密接 な關係が あ る もの 」 如 くで あ つ て ，中海に於て は鹽分の

少 い 地 黜 に は次白色の もの が 多 く，鹽分濃変を増加す る に oa して 黄褐色の 個髓が 多 くな る傾

向が見 られ る。此 等 3 種の 有孔蟲が 中海特有の 生 活 條件，特に 鹽分 に 適應 した適應種 を見 る

可 き もの と 思 ふ
。

IY 地 點 ぽ中江瀬戸 に 近 い 位置に在 るた め底層水の 鹽分 が海水 鹽分 に 近 い

の で ，此 の 地點 か ら檢出 された有孔蟲類ぽ海水産の種 類と見做すべ き もの が 多 く， 特に 著し

い 増殖 を行ふ 適 應種が な く．各種 の 出現 頻度が 大 體甼 均 して ゐ る。 上逑 の 如 く4嗷 探集地點

よ り得 た材料ic よ る結 果で はあ るが，湖 の 形態 よ り考察 して大根島 小大 根 島以北 の 部分 の

有孔蟲類は大體 IV 地 點 の もの に等 し く海水産 と見 る可 き もの で
， 上記爾島以南 の 大部分に

於 て 中海 に 特有な 汽水 産有孔 蟲類 の 分布相を 示 し て ゐ る もの と 思 は れ る 。即ち 申海は有孔

蟲類 の 分布相 か ら海水 、汽水の 2 區 に 分け る こ と が 出來 る。汽水區の 特色は　望〜g励 ゴg顔 面 一

fo）
’
mis が饒産す る こ と で あ る。一般に汽水産有孔蟲類 の 特徴 と して 鹽分含有量 の 少な い 場願

1こ は al
’
L・llaceuus 　ft，rm カi

’
多 い もの で あ る。所が 中海は概 して 底暦水 の 鹹度が 高い の で

，　III地

黜 で 既 に ealeareous 　f（

’
）1
’
11、 で あ る R ．　bece｛er・iiが 著 し く獪加 して ゐ る。 是迄に 報告 した汽水

湖沼 の 有孔蟲類 中 に は必 す silieeous 　cement で 出来た殻 を持 つ た　，liiianima：Tta 屬 の 種が適

應種と して 見出さ れ て ゐ るが ， 申海か ら は全 く檢す る こ と が 出來な か つ た。之 も中海の 湖水

鹹度 の 高 い こ とが原因 と思はれ る。海水區 中 の IY 地點か ら得た種類は 凡 て 美保灣か らも採

集 され た。美保灣の 有 孔蟲類 と の 著 しい 差は檢出種類 の 少な い こ と 及 び 浮游性有孔蟲類 の 殻

の 見 出され な い こ と で あ る。此 の 地點 か ら採集せ られた有孔 蟲類 中 に は Miliolidae〔Qセε殉 セ↓酌 一

enlina ，」傭 顧 舶
，
　Spi）

’
eloculie コfi

，
弼 loσ罐 i副 IC屬す る種が 多 く， 全檢出種數 の ］／3 以 上 で

， 特

‘こ Q、吻 顧 … 1i，・・ 屬 の 種が 多い 〔7 風 從 つ て Mili ・lidae は海水區 の 代表的 有孔蟲群で あ

る。］　rili。lidae の 種 の 優勢 な こ と は此 の 區 の 底質が 殆 ど泥質の み よ り成 つ て ゐ るた めで あ ら

う。上記 の 如 く大體 1−III地 點か ら採集 された種類は廣鹹性有孔蟲類 と 見倣 し得 る が
，　IV 地

點 か ら見出された 有孔蟲類は凡 て 廣繍 生と は言ひ・得 な い
e

　 中海 の 有孔蟲類は廣温性 の 種顱 と
’
　Quioytueloettlim・a　 se ？ni ，

’
etieulos μ 〈／：TJSIIIfAN ， 卵

’・roiOCt ‘ii7Srt

じ
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．scrobic ・etlata 〔；［JSH
：
MAN 等 の 暖海産 の 種類 よ りな り，寒海の み に毒 慰 して ゐ る種類 は見出さ れ

な い 。此 の 點で 第 1 報で 報告 した火散布， 藻散布雨沼 と鹽分は稍類似 して ゐ るが有孔蟲類 の

組 域が著 して 異つ て ゐ る。

有 孔 蟲 類 の 出 現 頻 度

第 i） 表は 中海 の 有孔蟲類各種 の 分布密度 の 割合を示 した もの で あ る。此 の 表で 見る と 1，Il

第 5 表 各 地 點 に 於 け る 有 孔 蟲 類 の 主 な る 種類 の 割 合 （％〕
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地點 で は T・・9・Obig・・纐 脇 i墸 しく多 く ， 特 に II 膈 で 齠 iど此唖 の 鋤 俔 出され る が
，

III」 V 地點と嬬 に減少 し て 1、厂

地 點 で は存在が顯著で ない 。　 H ．醐 ・蜘 癬 は 1，　II 地

點 か ら見禺され 1 地 黜で は約全有 孔蟲殻數の 1／10 で あ る。此 の 種は 主 と して 米子灣 の 鹹
度 の 低い 部分 に 機 富して ゐ る もの と 思 はれ る。R ．廨 o砧 漉 は材 料を檢鏡 した場合 の 出現頻度
か ら見れば

，
1 地 黜 の 方が Il地 點 よ り大 に なつ て ゐ る が

， 實際の 數量は 有孔蟲類 の 全 量が t

■
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地 點 の 約 6 倍 に なつ て ゐ るた め 遙か に 多 い 。從 つ て 此 の 種 は 1 地 點 よ り ll 地 點 と次第に

檜加 し III 地 點で 最 もよ く繁殖 して ゐ るが ，　IV 地點で は 急激に 減少 して ゐ る。庇等 の 種 の

増減は深度・底質等 と も開係が あ る もの で は あ ら うが ， 兩者に開して は II，　III，　IV 地 黜共著

しい 差異が 認め られな い 故鹽分の 影響が最 も重響な要因と考 へ られ る。IV 地 點 に於 け る各種

の 有孔蟲類の 分布密度に は 著し い 相 違が な い
。 最大 の 翫現頻度を示 して ゐ るの は ElpJ；idi〜um

“di，enii？，ri 〔Cusu ｝エ．NN ）｛15 ％ ）で ，訳 い で Milt。1idaeに騰す る種 の 頻 度が概 して 大で あ る。此 の

地 點 の 材料 中 よ り見出さ れ た Ell
’
enaceous 恥 rm の 種は 7 種で 決 して 少數で はな い が ，　 T．

globi．qe・i
’i・aiforetiis を除 い て は何れ も出現頻度が 小 c あ るた め存在が貧弱 で

， 美保灣か ら採集 し

た材料中IC於け る よ り反つ て 劣勢で あ る、
一般 に IV 地 點 の 如 く砂質の 含有量 の 少ない 底質

の 淺海に は Miliolidne の 種が 多蓆す る もの で あ る。

摘 要

1．本邦汽水産有孔蟲類 の 第 4 報 と して 中海 の 有孔蟲類に 就 い て 報告す る
。 中海は 中江瀬 戸

の 水 道 に よ り美保灣 と 馬潟瀬戸の 水遘に よ り宍道湖 と遖絡 して ゐ る潟湖で ，概 して 淺 く， 最深

度 9 ユ・・ で ， 鹽分は大體に 於 て 表面水 で美保灣の 表面海水 の 牛で ， 深層で は略 麦等 しくなつ て

ゐ b・

2，採泥 は 4 地 點 （圖 1
，
II

，
111，　IV 〕で 行ひ

， 各地黜の 底質中 の 砂質 の 含有量は 9−28 ％ で ，

中江瀬戸 1こ近 い 地點 程含有量が減少 して ゐる。

3．有孑L蟲類殻 の 量は 底質 1 立 中   ．4−3．5ec で II 地 點 が 最大 ，
　IV 地 點 が 最少 で あつ た。

4，1
，
H

，
　 III，〔v 地 點 よ り各 k 　 4，3，10，30 種の 有孔蟲を檢出し ， 共 の 中で 中海 の 適應

種 は次 の 3 種で あ る。瓢 り）砂 1ゐγ雌 脚 擢 8尽 α 匹刑 r加 擁
，
Tmcl醐 膃 伽 g励 ’98ゆ ｝の 1

・
7溜

，
」〜o 副 艀

becefLrii：，

5．各地點 の 有孔蟲 類 の 出現種 を比 較研 究 し， 中海 を大 根島・小大根島以北の 海産區 と
， 以南

の 汽水區 に區分 し得る こ と を知つ た。汽水區に は廣鹹 性 の 種が多産 し， 海産匝 に は狄鹹性の

種 が多 く棲息 して ゐ る。

6．中海の 有孔蟲類は廣温 性 の 種 と 温水狹温性の 種 よ り成 つ て ゐる。

7、汽水區で は適應種が 著 し く増殖 し，其の 分布密度は T．globlgerinifonnisヵ｛最大で あ る。

海水庭で は各種の 出現頻度が 概 して干均 され て ゐ ろ。此の 區で 比較的分布密度の 大なる種は

Elphitli　u，m ，　atloreFt ・uf ）i．と Mili ｛｝li兩 c に 矚す る種で あ 8 。
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                Studies on  the Forfunini?lira of  ],rackish watevs.

                      IXi .
 [Phe Foraniillifera of  Nakanounii.

                                    \c}sine HA)s

                             ilkkesi  Jt'ar;}ie Bivloptrar Statie,,
                                                                                   '           '

    Tl)e present  not,e  on  t･1)e Feraminife]fi ef  Nakai]oi"ni, a  lake, situated  on  t-1!e c't}ast faeinsr

t･lbe Ja])an Sen, is i,hc fourth report  oll  t･he brRckish  water  Foranrinit'erit oi  JapRn.  Nakanoumi

 1ias'ing twD  islandE is a  lagoon coinieet･c"1  ]iRrrois'ly  wit-h  ]tliho 
'Ba}'

 bs  thf.i Fvit･, 
"b'einiguhama,

and  barely "'iLli  ].ake Sinzi b}' a  chan]ie].  Its area  is atJout  100 kin! nnd  its greaLesL depth

9]n. Sand  co]itents  {)f ni"dd)'  c]eposits  i)i it yary  bet,ween 9 %-LJ8 %,  Salinity of  bottoin

 wat,er  of  the lagoon  is iiear]y  er)t]al to t･hat of  stirfaee  }yater  of  }Ii]xo Ba)',

    Cbllpetions of  tlie ForatniniferR ip the  lagoon  "'ere inade  at･ fonr stations  slio"'Ji  in t･he

 ffig"re, 1'o]mne of  the  test･s of "he  ForaminiferR, selected  frem  deposits ler  lit･tcr b)' meaps

 of  ihe  carbone  tetracli]oride ]netho{I,  Ns'as  O.6ce, 3,5ec, O.7ae, alld  O.{cc respeczive]y  at  St･s.
 I, II, III, ai]d  11', ]]} all  32 iorms  of  Foraininifera "'ere  observed  in t]ic n]ateTial  obtained

at･ the  four statiolls.  30 ferms  xyere  fou])d fro-} SL. IV, but onls  t}iree sl)ecies "'ere  eelleeted

at･ St･. ]I, Fro]n three statio]is, I, II,' and  1]I, distributed in the  area  rsouth  to the  t"'o

islRnds, a  sinail  nnn]})er  of species  of  Foraminifera  g'ere  iound, some  of  tl]ein beiiigadapLetl
t-o brackisli is'at･er, guch  as  Htiproplw,agmoides eanaj'iensis  (d'O"Biesy), 1'ivehammina  globigerini-

fb}'mis (PARKEit & JoiEs), mid  Rotalia beeca)-ii (lnNNfi). Al] t･ltese specieE  occt]r  in abitndance,

 2: groblgei'i"-ij'ormis be}ng esl)ecial]}'  nuinero-s  at, St･, ll. )Tany  species  det･ected fori]i St. IY,

 st･ttated nort･h  to t,he islands, R]so  ecci]r  in )llho Bax,  It･ "'as  impossible  to find oat  inarked

'differeBces
 in the  freqtteney of  oee"rreNee  oi  each  speeies.  Re.oRrcling t,1]e Foraminfera,  tlie

arpa  of  liRkanouini  uan  be diyidetl by  t･he t"'o  islands into u  brackish  a]id  a sea"'ater

 rE'...crioig in the latt"r Eii2.thidium a(r-venttm  (CusiiJT.NN) anct  several  speci"s  oi  }Iilioliaae are

conil}Aratiyely  predoiMinant. T}]e Fo]mn]iniiera oi  Nnkanonmi  gpnera]ly  coiisist･  of  only  "'arin

rvater  forms.
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